
 

 

 

 

 

～連合神奈川安部副事務局長や議員秘書・三浦半島地域連合役員２１名で実施～ 

 

2026 春季生活闘争は、日本の実質賃金を１％上昇軌道に乗せこれからの‘賃上げノルム’とす

ること、賃上げがあたりまえの社会の実現に向け社会全体への波及と持続的な定着へとつなげてい

く正念場です！ 

連合は、全体の賃上げ５％以上、中小組合は６％以上、有期・短時間・契約等労働者は７％目安

を目標に、働く仲間全体の生活向上に向けての連合アクションとして、街頭行動を２月 27 日に全

国の駅などで一斉に行いました。三浦半島地域連合は、

この上記キャンペーンに合わせ、横須賀中央東口にて、

連合神奈川安部副事務局長、牧山ひろえ参議院議員秘

書を含む 21名で行いました。 

拡声器を使い『賃上げがあたりまえの社会をみんな

でつくろう!!』を訴える中、多くの三浦半島地域連合

役員が用意したチラシ入りティッシュ 2,000 セットを

配付することが出来ました。 

 


